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DuMA ニュースレター                                  2019年 12月 9日 

関東地方における地震続発について 

 １２月３日以降、関東地方北部で震度４を超える地震が複数回発生しました。東京が揺れたという事も

あり、TVやメディアでこの地震活動が取り上げられました。 

 まず最初に３日午前中に茨城県南西部でマグニチュード４．７の地震（深さ５２ｋｍ）が発生しました。こ

の場所は実は「地震の巣」と呼ばれる地域で、実はこの程度の大きさの地震が発生する事は珍しくありま

せん。 

 

  

１２月３日から４日にかけて、主に３地域（茨城県南西部、茨城県北部および栃木県北部）でマグニチ

ュード４．７以上の地震が立て続けに発生し、いずれも震度４を観測しました。たまたま NHKで首都直

下地震に関する特番がこの週行われていた事もあり、普段より大きな話題となった可能性もあります。 

 まず３日に茨城県南西部で比較的深い地震が発生しました。これは沈み込むフィリピン海プレートの

上面で発生した地震と考えられています。 

 そして４日に茨城県北部および栃木県北部で活断層型の浅い地震が続けて発生しました。 

次のページには２００１年以降の茨城県南西部の地震活動についての解析をまずお示しします。 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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 次の図は上の図中の青色の□で囲んだ領域でいつ、どれくらの地震が発生していたかの時間変化の

グラフです。なお横軸は２００１年からとなっています。 

 

 茨城県南西部は「地震の巣」と呼ばれる理由がおわかりいただけると思います。 

 今回の一連の地震活動が問題なのは、通常は茨城県南西部で同様な地震が発生しても、震度４クラ

スの地震が関東地方で誘発される事はなかったのですが、今回は北関東の異なった場所で翌日にや
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はり震度４を記録する地震が発生したことです。 

 地震が発生しますと、その揺れにより、地震が誘発される事があり、これを地震学では“ダイナミック・ト

リガリング”による誘発地震と読んでいます。つまり、地震の揺れ自体が次の地震を誘発する現象です。

問題なのは、このダイナミック・トリガリングというのは、地殻がかなり地震がいつおきてもおかしくない状

態（これを地震学では「満期になった」とか、「臨界に達した」という言い方をする事があります）、つまり関

東地方全体で歪の蓄積が続き、少しの刺激（今回は地震の揺れ）で地震が誘発されるような状況になっ

てきたのかもしれません。 

 

 現時点で特に気になる地域は茨城県北部の地震活動です。 

 

２５５個のうちの半数以上の１３１個がこの領域で発生していました。実はこの地震活動が起きている少し

北側で、２０１１年４月１１日（東日本大震災の丁度１ヶ月後！）に福島県浜通り地震と名付けられたマグ

ニチュード７．０の地震が発生しているのです。 

 この地震は、それまで断層としては認識されていましたが、すでに活動が終わっている断層と東京電

力が考えていた井戸沢断層が活動したと考えられており、活断層の定義（特に原子力発電所の設置で

の“活断層”の定義）の議論に一石を投じた地震でした。 

 今回１２月４日から始まった茨城県北部の地域の地震発生の特徴を解析してみますと、現時点ではど

うも通常の地震活動というより、地震の発生の仕方（大きさ別の頻度分布の解析）から、今後さらに大き

な地震が発生する（つまり前震である）可能性が否定できない状況です。 

 結論として、現時点で一番注視しなければならないのは、この茨城県北部地域と考えられます。  

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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首都圏の地下天気図® 

 １１月４日のニュースレターに引き続き、１２月４日時点の首都圏に特化した地下天気図です。首都圏

は直下にフィリピン海プレート、その下に太平洋プレートが存在し、非常に深い所まで地震が発生して

いるという特徴があります。今回も前回と同様、２０ｋｍと６０ｋｍの深さを基準として計算してみました（通

常の地下天気図では解析基準面は地表となっています）。 

１０月の解析と同じく、L タイプでも M タイプでもほぼ同じ地域に地震活動静穏化の異常（地図上で青

い領域）となっています。そのため今週は深さ２０ｋｍにおける１２月４日時点の Lタイプの地下天気図を

お示しします。 

 この図には３日および４日に震度４を記録した地震が★で示してあります。また図中の茶色の小さな点

はすべて過去の地震で、これらの地震を地下天気図では解析に用いています。現在も北関東では地

震活動静穏化の異常が継続しているのがわかります。なお地下天気図の見方につきましては、 

http://www.sems-tokaiuniv.jp/DuMA/Tenkizu_Mikata2.pdf 

 をまずは一度御覧いただけますでしょうか。 

 

  また以下のリンクは２０１９年８月から半月ごとの 

地下天気図のアニメーションです。Google Chrome 

ではうまく動かないかもしれません。 

その場合、別のブラウザで試してみてください。        スマホではこちら 

http://www.sems-tokaiuniv.jp/aaa/Kitakanto.gif        もどうぞ 
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